
1965- → 1975- → 1990- → 2000- → 2007

外来患者中心
外来患者中心

（一部新しい業務）
病棟への業務展開
(分業の進展) 入院患者中心へ 入院患者中心へ

調剤・製剤・
薬品管理

（薬局内での業務が主体）

調剤・製剤・薬品管理（調剤
に新しい概念導入）

患者情報の把握

処方監査

服薬指導

調剤・製剤・ 調剤・製剤・ 調剤・製剤・

薬品管理 薬品管理 薬品管理

新しい業務の定着 患者情報の把握 注射薬無菌調製の定着

処方監査 患者情報の把握・処方鑑査

服薬指導 服薬指導

医薬品情報管理 注射薬調剤 注射薬調剤

医療従事者への情報提供
注射薬調剤 注射処方せんによる調剤 注射処方せんによる調剤

注射処方せんによる調剤 一部ＩＶＨ調製 抗癌薬や重症患者への
無菌混合調製医薬品情報管理 病棟業務 病棟業務

医療従事者への情報提供 薬剤管理指導業務の導入 薬剤管理指導業務の進展 外来化学療法注射薬混合

治験業務 病棟業務

(治験管理室） 医薬品情報管理 薬剤管理指導業務の定着

患者への情報提供 医療事故・過誤防止 退院時指導

医療従事者への情報提供 医薬品のリスクマネジャー 持参薬管理

治験業務 医薬品情報管理 チーム医療への貢献

(治験管理室） 患者及び医療従事者対象 薬薬連携

根拠に基づく医療への貢献 総合的薬学的管理

薬物療法の個別化 医療事故・過誤防止

ＴＤＭ、特殊製剤 医薬品のリスクマネジャー

病院経営への貢献 医薬品情報管理

治験業務・臨床試験業務 患者及び医療従事者対象

治験管理 根拠に基づく医療への貢献

薬物療法の個別化

ＴＤＭ、特殊製剤

病院経営への貢献

治験業務・臨床試験業務

治験管理

治験コーディネーター

病院薬剤師業務の
種類・量・質の激変
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医薬品と薬物療法の急激な進歩

 分子標的薬や抗体薬の急速な開発と臨床使用

→治療の選択肢の拡大、未知の重篤な副作用発現の危険の増大（細
胞の情報伝達系は類似）、医薬品費の急騰

市販後に有効性と安全性を担保することが重要

 個々の患者に最適な医療を行う為に、より有効で安全な抗がん剤の組
み合わせに関するプロトコールの設計と臨床使用が必要

 遺伝子多型の人種差・個体差の重要性が認識された（イレッサ、ワー
ファリンの作用など）

 重篤な副作用、薬害防止のための意識と体制作りの機運の高まり

（サリドマイド、血液製剤によるHIV感染、C型肝炎ウイルス感染による

薬害肝炎、イレッサなど抗がん薬による間質性肺炎）
 後発医薬品への対応
 個々の患者に最適な薬物治療に関与する薬剤師の必要性が増大
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